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和徊人の摂取及び消費エネノt/ギーとブローカー趨教との冽連.につい了
　岩手県1:籤岡回文Ｏ森　成f-斉藤　憲・倉田笑子

ｔ目的〕戦後わが国の虜集ヵ礦脚ﾋﾞされ、加担おける農
家ｳ洋々減少し労働のお抑住婦に移つ了きた。一方健康づ‘
にも波及レ　尺の食生活も変化Ｃ了乏了いる。こめような^
養と健Mとの

JI

危きみるために摂取エネ心ぞ一及び消費エ。
の関係左調査検討し、若干の知i.左得ａの了'報告すう。
l荊劫　昭和弘年8月下旬の平Bit廼3日向、岩子県胆沢郡金ヶ廊町の3∂～50知加)婦
人ZZ7名と対象に国尺栄養調査K準ずる個人秤量方式による栄養調査を慰包し.同晰て期
向中の平均台皆生活の一日に)い75分単位の生活時向調査左行った。また回収時に体位

哺'測した。分析万法は、栄徊周査より摂取エネlレギ-左、生活時向調査より消黄エねノ
ぞ一左!M.出し.その差左正規分布するようにA .B.C.D.Eの5段階に分類にその

各及にっい了こ
t結果J　Ｄ

平均L了みると分類？｀

と短く

るよ卸弘,B.C.D.Eの5同
係と分折し. また3段階rも同様1て数との潮係色々冲L.また3段階r･も同揉lて梗討Lた。

の生盾時向き生理的な時向，mm向, 社会文化的:f時向の３

闘
･･て費やされ了いた。2)一日の摂取エネ几/ぞｰをみると平均と短く. その殆んどが休養･噴やされ了いた。2)一日の摂取エねﾉｷﾞl-きみると平均

し7l卿±406KCdl了･あるが.消費工利/ギーの平均びm迦]:455 Kご北なり. 消費エネ

ノレギ-の7in<mり:529Ka侈くみSれた。またブローカー指数の平均は103！(4-7-あっ

た。お摂取エネノtノギ－と消費エネル+:■' との差と5絆て分類しファロー刀一指教きみ

５と. その差の大きいD群が差の小さい八群とは有危･て丈きく. B群とも有息差みiヽれた。
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